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頑張れJFCC！

経済産業省　中部経済産業局長
宮川　正

　現在、中部経済産業局が中部地域の成長戦略として、航空機産業とならんで大きな柱

としているものが、次世代自動車の普及促進であります。

　地球環境問題への意識の高まりやエネルギー価格の高騰が想定される中で、次世代自

動車の普及は不可避ですが、次世代自動車への転換は部品産業の構造変化をもたらすこ

とになります。すなわち、エンジンやトランスミッションなどこれまでキーとなってい

た構造部品の役割が、蓄電池やモーター、燃料電池に代替されるようになってくるわけ

です。またそれ以外の部材についても軽量化、低コスト化が一層求められるようになっ

てきます。一方で、充電スタンドや水素スタンドなどの社会インフラの整備も普及に欠

かせません。今後、次世代自動車の普及・促進を図るためには、民間企業と国、大学、自治

体が一丸となっていくことが重要です。民間側では次世代技術の開発を積極的に進めて

いくことが重要となり、国、大学、自治体側では、研究開発拠点の整備や社会インフラの

普及のための積極的な促進策を展開することが必要となってきます。特に、当地域は自

動車生産の一大拠点地域でもあり、今後は次世代自動車普及に向けた社会実証プロジェ

クトを積極的に進め、世界に対しても今後の自動車社会システムのあり方を意欲的に提

示していくことが期待されています。

　こうした中で、当局では昨年秋から「自動車の将来と裾野の広がりを考える懇談会」を

発足させ、今申し上げたような内容とする報告書を3月にとりまとめました。

　2月初旬に私はJFCCを訪問させていただきましたが、材料技術研究所やナノ構造研究

所を中心に、リチウムイオン電池材料の構造分析など次世代自動車関連の技術開発を積

極的に進められ、研究者の方々が真摯に研究に打ち込んでおられる姿を見て、とても心

を打たれました。こうして生まれてきた研究開発の成果が、今後民間企業の技術開発に

どんどん反映されていくことを願ってやみません。また、JFCCでの民間企業との共同研

究開発に際しての機密保持や成果管理のあり方は、まさに今後、大学と民間企業との共

同研究のひな形になるものであり、その意味でも大いに期待されています。

　中部経済界の期待を一心に担って誕生したJFCCは、設立以来すでに四半世紀を超え

ましたが、今でもその役割は設立時以上に非常に大きいものがあると言えます。ぜひ経

済界のこうした期待に答えるようJFCCにエールを送りたいと存じます。頑張れJFCC！
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平成22年度　事業方針

　本年度は、平成23年度から開始する新たな第5次中長期経営計画の策定を通じた、ＪＦＣＣの「経営体質の強化」と
同年度中を目途とした「新法人への移行申請」の準備を実行しつつ、足下の研究活動を一層深化・発展させることによ
り、産業・社会発展に対し継続的に寄与・貢献していく。

　新公益法人制度に基づく新法人への移行が政府より認可されるには、長期的な財団収支の健全性維持の条件をクリ
アする必要がある。このため、平成22年度から26年度の5か年計画により収支改善を図ることとし、平成22年度より順
次目標の達成を目指していく。
　こうした中、研究活動において、限られた資金を有効に活用すると共に効果的な人員、設備及び組織を再構築する。
　本年度より取り組みはじめる収支改善については、（1）テーマ毎の支出に「目標値」を設け収益性向上を図る、（2）固
定費の削減、及び（3）収入の維持・拡大策の三位一体の対策を実施し、今後とも最先端研究機関としてＣＯＥ（センター・
オブ・エクセレンス）を目指し、技術の振興、社会の発展に寄与していく。
　以下、項目毎には次のように実施する。
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　時代的・社会的要請に即した研究を実施し、その成果をもって社会、産業への貢献を図るため、「選択と集中」による
研究分野のメリハリのある再構築に留意しつつファインセラミックスを中心とした無機系材料に係わる研究開発事
業を行う。研究で得られた成果は可能な限り広く公開・普及していく。

1． 経常研究
　公益事業の重要な活動として位置づけ、公益性の高いテーマについて確実かつ定常的に実行することとし、研究員
費及び研究経費で5千万円規模を目安に実施していく。
　ＪＦＣＣの将来の研究の柱になり、独創的発想を重視した基礎的・先行的な研究テーマについて、新規研究分野の創
成、人材育成、新規国・民間プロジェクトへの発展と社会への貢献を念頭に置きつつテーマを企画し、新規分野への参
入を積極的に推進する。

2． 国プロジェクト
　国プロジェクトについては、「応用研究」領域における新たな大型プロジェクトとして平成21年度までに獲得した
継続テーマについて、引き続き研究開発を進め、製品化・産業化にも有用と認められる技術開発成果を得て、省資源・省
エネルギーを通じた社会貢献ができるように努める。
　新規受託獲得については、地域ネットワークを活用し、中小企業群も含めた中部地域プロジェクトの提案及び立ち
上げに向けて努力を進める。
　更に、国の各種研究開発制度の特色に合わせて、引き続き新規受託に向けた戦略的対応を進めるが、新たに政策当局
からはイノベーションの促進策や技術研究組合の活用方針が強く出されていることに留意して、企業、関係機関との
密接な連携を強め、とりわけ企業の事業化シナリオを踏まえ、かつ政策的な技術開発ロードマップに即しながら提案
活動に取り組み、平成23年度以降の大型プロジェクトの獲得へ向け積極的に活動を進める。
　本年度は、継続テーマをベースとして年間4.5億円以上の獲得を目標とし、更に新規テーマの獲得を図る。また、平成
23年度以降の年間5億円以上の持続的獲得を目指し、新規大型テーマの獲得に向け、最大限努力する。
　予算的には、ＮＥＤＯ等の方針に留意しつつ、再委託額を除したＪＦＣＣ正味の額を最大限とする計画とする。また、
テーマの予算管理のために目標値を定め、予算の有効活用に努める。

3． 民間受託研究
　財団の健全な経営にとって重要な収入源であり、収支改善を図るため、積極的に推進する。
　年間3.8億円以上の持続的獲得を目標として、ＪＦＣＣの蓄積された研究成果を活用することにより一層のシーズ
ＰＲとニーズ把握に努め、具体的な「魅力あるソリューション提案」を行い、「より高い研究成果」の提供により高付加
価値化を図るとともに全所的に受託獲得に努力する。更なるテーマ拡大のため、引き続き委託者との共同でのテーマ
発掘に努力するとともに、大学等他機関とも適宜連携し共同提案の形も検討する。また、研究開発のスピードを向上さ
せ、タイムリーに研究成果を出していくことで企業とのより高い信頼関係を構築する。
　ナノ構造研究所では、電子顕微鏡や計算機等研究設備の充実に対応して、オープンラボ及び受託研究を拡大する。
　収益性確保に向けては、テーマ毎に別途定める目標値を目途に獲得するよう努力する。

Ⅰ． 研究開発事業



Japan Fine Ceramics Center運営方針運営方針

3

  社団法人日本ファインセラミックス協会(ＪＦＣＡ)等の外部関係機関と密接な連携を図り、微構造解析、機械的特
性、熱的特性、電気的特性等の材料特性評価技術の開発を産官学協力体制で実施する。標準物質の開発・頒布について
も積極的に行う。
　また、材料特性評価技術の成果を生かして、ＪＩＳ化の他、国際規格であるＩＳＯ規格化を外部関係機関と密接な連
携を図りながら行う。

Ⅱ． 技術的基盤整備事業

　公益事業として社会貢献に努め、平成21年度並みの事業とする。
　普及啓発事業では、研究成果発表会、ホームページ、マスメディア、国際セラミックス総合展をはじめとした各種展
示会等の様々な手段を積極的に活用し、幅広く成果普及・広報を行う。
　中小企業の関係では、関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談や人材育成を実施していくとともに公的受託の
開拓を目指し中小企業の振興に資する。
　国際交流事業では、ファインセラミックスを中心とする無機系材料の研究開発機関として、また先端的な微構造解
析技術等を有するナノテク研究拠点としての研究力強化と成果の普及のため、海外の関連機関との連携を密にし、研
究者との各種の交流を深め、国際的な流れにもなっている国際オープンイノベーションに繋がる方向を模索する。

Ⅲ． 普及啓発事業・中小企業振興事業・国際交流事業

　今年度以降の経営の大きな柱として、収益性の改善、固定費の削減及び財団負担設備投資計画の圧縮を行う。
（1） 収益性改善
　　 収益性の改善では、別途「目標値」を定めて、個別テーマ毎にＰＤＣＡを回しきめ細かに支出状況の妥当性を見て
い　　 く。

（2） 人件費関係、管理経費
　　 人件費関係および管理経費については、目標を定め経費の見直し削減を行う。

（3） 財団負担設備計画
　　 原則、重要性かつ緊急性を要するものに限定する。

Ⅳ． 支出計画等

　平成22年度は、「収支の改善」を柱にして開始するが、平成23年度以降の改善については、前述の経営改善に併せて
事業内容のあり方や研究の方向性についてもさらに検討を行い、平成22年度末までに具体的に検討内容を固め、その
後の定款の変更と第5次中長期経営改善計画に反映させる。

Ⅴ． 経営の抜本的改革

4． 試験評価・機器利用
　受注エリアの拡大及び積極的な受注活動に努力し、さらに、企業からの受託研究への重要な足掛かりと位置づけ、積
極的に委託者の要望に応えつつより研究的な要素を加え、新たなかつ高精度の評価法を提案するなど高付加価値化に
努め、収益を確保する事業として平成21年度を上回る1.9億円以上の獲得を目指して最大限努力する。
　収益性確保に向けては、別途目標値を定め努力する。
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経営委員会の開催

JFCCの運営、事業計画とその実施及び結果の評価などについて、ご審議、ご意見をいただく委員会を開催しました。ま
た、委員会の開催前には、新規導入設備「ホログラフィ電子顕微鏡」を中心に電子顕微鏡棟の見学会を行いました。

委員のみなさまから、経営改革の方向性、研究環境作り、受託提案戦略等について、多数の貴重なご意見をいただきま
した。今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

第18回経営委員会

　日時：平成22年2月15日（月）15:30～17:30
　場所：JFCC会議室
　議事：1．JFCC経営の抜本的改革の検討状況及び新法人への移行準備状況
　　　　2．平成22年度事業計画及び平成22年度収支予算
　　　　3．総合ディスカッション

平成22年度事業計画及び収支予算を承認
新理事長に　岡本　一雄　氏が就任

　３月１２日（金）ＪＦＣＣ会議室において第４９回評議員会及び第５０回理事会を開催しました。
　理事長を６年１０ヶ月間務めた野嶋　孝氏（中部電力 顧問）が３月３０日付で退任し、新理事長には岡本一雄氏（ト
ヨタ自動車 副会長）の３月３１日付就任が決定しました。
この他、平成２２年度事業計画・収支予算、役員の交代、新法人制度への対応等の議案について承認あるいは同意され
ました。審議・議決事項は以下のとおりです。

【第４９回評議員会】

　議決：第１号議案　理事・監事の選任
　報告：① 役付理事の互選
　　　　② 評議員・顧問・参与の委嘱
　　　　③ 新法人化への対応と経営改革
　審議：第１号議案　平成２２年度事業計画および収支予算
　　　　第２号議案　新法人制度移行後の新機関の方向性

【第５０回理事会】

　報告：① 理事・監事の選任
　　　　② 新法人化への対応と経営改革
　議決：第１号議案　役付理事の互選
　　　　第２号議案　評議員・顧問・参与の委嘱
　　　　第３号議案　平成２２年度事業計画および収支予算
　　　　第４号議案　新法人制度移行後の新機関の方向性
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　平成22年3月30日をもって任期満了する役員の改選を行い、下記の就退任を除き重任しました。

1．理事・監事の選任及び退任

副会長

理事長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

名古屋市　副市長

トヨタ自動車（株）　代表取締役副会長

（財）電力中央研究所　理事長

旭硝子（株）　取締役兼専務執行役員CTO

三重県　農水商工部　理事

三菱マテリアル（株）　常務執行役員

東海旅客鉄道（株）　代表取締役社長

三菱重工業（株）　取締役　常務執行役員　原動機事業本部長　

ファインセラミックスセンター　理事

（役職）

大西　　聰

岡本　一雄

各務　正博

加藤　勝久

林　　敏一

半沢　正利

松本　正之

佃　　嘉章

－

（退任）

住田　代一

野嶋　　孝

白土　良一

瀬谷　博道

南　　　清

橋本　真幸

葛西　敬之

青木　素直

百瀬　　昭

（新任）

　平成22年3月30日をもって任期満了する役員の改選を行い、下記の就退任を除き重任しました。

2．評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

顧　問

顧　問

顧　問

顧　問

顧　問

名古屋鉄道（株）　代表取締役副社長

NTN（株）　要素技術研究所　所長

愛知県陶磁器工業協同組合　理事

日立化成工業（株）　中部支店　支店長

日産自動車（株）　総合研究所

ファインセラミックスセンター　前会長

ファインセラミックスセンター　元会長

ファインセラミックスセンター　前理事長

（社）日本ファインセラミックス協会　会長

名古屋工業大学　学長

（役職）

安藤　和史

江上　正樹

大竹　　泉

星野　　稔

　　－　　

瀬谷　博道

　　－　　

野嶋　　孝

川村　　誠

高橋　　実

（退任）

柚原　　誠

川瀬　達夫

大澤　　健

中谷　義和

内山　　誠

－

佐波　正一

－

中村　　昇

松井　信行

（新任）
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　2010年1月19日に、4セラミックス研究機関合同講演会が東京工業大学すずかけ台キャンパス（すずかけホール）に
於いて開催されました。4セラミックス研究機関合同講演会は、JFCC、名古屋工業大学、東京工業大学、物質材料研究機
構の4機関による講演会で、今年で10回目となります。JFCCからの講演も含め、以下の7件の講演が行われました。

　4機関それぞれの研究トピックを知り交流を深める上でたいへんに良い機会でした。講演会終了後には、懇親会がも
うけられ、研究者の交流の良い機会を与えて頂きました。なお、来年度は名古屋工業大学にて実施される予定です。

4セラミックス研究機関　合同講演会の開催

　2月1日（月）にホテルグランコート名古屋で開催された東海ものづくり創生協議会主催の「ナノテクプラットフォー
ム・セミナー2010　技術相談会」に参加しました。大学、企業等の講師によるセミナーと並行して開催された相談会で
は、JFCCシーズとして「ナノテクノロジーへの入り口～ものづくり現場での電子顕微鏡（SEM、TEM）活用方法～」につ
いての相談に対応しました。

ナノテクプラットフォーム・セミナー2010に参加

　2月3日(水) 、三重県との連携活動の一環として、(財)三重県産業支援センター 高度部材イノベーションセンター（AMIC）
主催のAMICワークショップ「ものづくりにおける、JFCCの活用｣を開催しました。JFCCの紹介に始まり、「先端機器の紹
介とその活用事例」、「電子顕微鏡を用いたナノ構造解析方法」を発表し、その後、6枚のポスターを展示して簡単なポス
ターセッションを実施しました。ワークショップには38名の参加者がありました。
　発表時の質問やポスターセッションの意見交換も活発に行われました。これらの活動を契機にして、今後も三重県
の中小企業の皆様方にＪＦＣＣの活用を紹介していきたいと思います。

AMICワークショップの開催

トピックストピックス

「粉末Ｘ線回折測定における粒子統計解析」

「ポリマープレカーサー法による多孔質セラミック薄膜の合成 -高温ガス分離膜の創製を目指して-」

「超硬工具向けタングステン代替材料のためのサーメット・コーティング技術の開発」

「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発」

「圧電係数d33が600pC/Nを超える非鉛圧電材料」

「鉄系超伝導体の超高圧合成」

「金属ナノ粒子を用いたボトムアップデバイスの創製」

井田隆氏　名古屋工業大学

岩本雄二氏　名古屋工業大学

松田哲志 JFCC

奥原芳樹 JFCC

任暁兵氏　物質材料研究機構

室町英治氏　物質材料研究機構

真島豊氏　東京工業大学　応用セラミックス研究所
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　2月17日(水)～19日(金)、東京ビッグサイトで開催され
たnanotech2010に出展しました。昨年同様、まだ、厳しい
経済状況の中、4万2千人の来場者を数えました。JFCC紹
介と研究トピックスを紹介するポスターは9枚、5点のサ
ンプル展示をしました。

　ナノテクに新しいものを求めるためか、JFCCブースへ
も多数の来訪者があり、具体的な問い合わせが昨年より
増えました。また、NEDOブースには「マルチセラミックス
膜新断熱材料の開発」、「希少金属代替材料開発プロジェ
クト／超硬工具向けタングステン代替材料開発」、「希少
金属代替材料開発プロジェクト／精密研磨向けセリウム
使用低減技術開発及び代替材料開発（新規）」、「セラミッ
クリアクタの開発」の4プロジェクトの成果が展示され、
来場者の興味を引いていました。今後も関東エリアでの
JFCCの認知促進活動は継続したいと考えています。

nanotech 2010（国際ナノテクノロジー総合展・技術会議）に出展

　マスコミへの積極的なPR活動の一環として、プレス懇
談会を2月9日（火）に開催しました。報道機関に対し、材料
技術・ナノ構造両研究所の開発方針と取り組み状況につ
いて説明をした後、現時点のトピックスを以下の4件発表
しました。

　発表後、新たに導入した電子顕微鏡を披露し、記者の方々と活発な意見交換を行いました。

プレス懇談会の開催

トピックストピックス

① －リチウムイオン電池内のリチウムイオンの分布観察
　　 により電池性能向上に貢献－
　　 　ナノ構造研究所　新たに2台のホログラフィー電
　　 　子顕微鏡を導入

② －熱放散が良好で汚損されにくい、安全性の高い高硬
　　 度皮膜－
　　 　CNT/SiC複合粒子による高性能皮膜の開発

③ －紫外線遮蔽効果があり、化粧品にも適用可能な材料－
　　 　ユビキタス元素を使用した白色光変換材料の開発

④ －住宅・ビル用の壁・窓用断熱材料への適用－
　　 　マルチセラミックス構造を用いた超断熱材料の開発
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　2月12日（金）に（財）ファインセラミックスセンターを会場として、第3回ナノ構造研究所講演会を開催いたしまし
た。今回は、多くの材料開発研究関係者から大いに期待されている「計算材料設計」をテーマとしました。本研究分野に
おいて国内のトップランナーである諸先生方による5件の講演を行い、中部企業の研究者の方々を中心として50名の
方のご参加を頂きました。講演会では、基礎材料科学のみならず、現実の材料設計への計算材料設計の適用を視野に入
れた議論が展開され、実り多いものとなりました。

第3回ナノ構造研究所講演会を開催いたしました

研究所ニュース研究所ニュース

特別講演

寺倉先生のご講演 会場の様子

講　　演

寺倉　清之 氏（北陸先端科学技術大学院大学　教授）

 「遷移金属酸化物の研究における理論とシミュレーション」

田中　　功（ナノ構造研究所　客員主管研究員／京大教授）

 「第一原理熱力学計算に基づいた新しいセラミックス研究」

松永　克志（ナノ構造研究所　客員研究員／京大准教授）

 「機能性セラミックス中のナノ構造安定性に対する水溶液環境効果」

吉矢　真人（ナノ構造研究所　客員研究員／阪大准教授）

   　「計算機実験を駆使した酸化物熱電材料の特性発現機構解明への取り組み」

森分　博紀（ナノ構造研究所　部長代行）

 「第一原理計算による強誘電体セラミックス研究」

　電子線ホログラフィーは、通常の電子顕微鏡法では観察が困難な「電場」や「磁場」を直接的に観察できる技術であり、
企業や各研究機関などで、半導体デバイス内部におけるドーパント分布（不純物分布）の定量解析や磁性体内部の磁区
構造解析に用いられています。この分野の研究においては、ＪＦＣＣは世界をリードする成果をいくつも出してきま
した。本年2月に、2台のホログラフィー電子顕微鏡を新たに導入しましたので、ご紹介いたします。今後、このホログ
ラフィー電子顕微鏡は、強力磁石、磁気記録デバイス、半導体デバイス、高性能二次電池等などこれからの社会に必要
不可欠である重要な工業製品の開発に役立てていく予定です。

ナノ構造研究所　新たに2台のホログラフィー電子顕微鏡を導入

ナノ構造研究所
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① 世界最高レベルの電場解析用ホログラフィー電子顕微鏡を新規導入

　－　新規電子デバイスの開発、新評価技術の革新に向けて　－

　現在、最先端機器に使用されている電子デバイス（トランジスタなど）は、ナ
ノメートル領域で複雑な設計が施されており、革新的な新規デバイスを開発
する上で、電位分布を高分解能かつ高感度に計測することが要求されます。今
回導入された電場解析用ホログラフィー電子顕微鏡の仕様は以下の通りです。

　新しい設計の結果、従来の電子線ホログラフィー顕微鏡に比べて約2倍もの
性能（電子波の干渉性が世界最高レベル）を持ち、微弱な電位分布をナノ領域
で高感度に計測することが可能となりました。また、ナノ領域に局所的に電圧
を印加したり、試料温度を変化させたときの観察もでき、生きたデバイスの評
価をすることが可能になりました。今後、本装置をリチウムイオン電池の開発
研究に役立たせる予定です。

　電磁気的外乱を抑制するため、部
屋全体を2重のパーマロイ（磁気シー
ルド材料）で取り囲み、さらに電子
顕微鏡本体をパーマロイで作った
大型ケースに入れて磁気シールド
しています。

① 加速電圧：300 kV

② 冷陰極電界放出型電子銃搭載

③ 結像系、照射系高性能電子線バイプリズム搭載

　　高精度位相シフト電子線ホログラフィーが可能

④ その場電場解析用電圧印加ホルダー

　　ピエゾ駆動電極によりナノ領域に電圧印加が可能

⑤ 温度可変試料ホルダー（温度範囲：－268 ℃ ～ 130 ℃）

⑥ 広視野高感度CCDカメラ（4096 × 4096ピクセル）

主な仕様

② 高精度元素分析可能な磁場解析用ホログラフィー電子顕微鏡を新規導入

　－　磁気特性と添加元素を解析、高機能磁性材料の開発に貢献　－

　磁性体材料は、現代社会において重要な役割を果たしています。とくに、強
力な永久磁石は軽くて強いモーターを実現し、高性能な磁気記録媒体はコンピュー
ターに大きな記憶容量を持たせることに貢献しています。このような分野では、
ナノ領域の磁力線を観察する顕微鏡技術が製品の開発に役立つと考えていま
す。今回導入された磁場解析用ホログラフィー電子顕微鏡の仕様は以下の通
りです。

　この電子顕微鏡は上記の通り、磁力線を直接観察することができるとともに、
世界最高の元素分析感度を持つため、磁性体物理の研究とともに様々な磁性
体製品の開発に役立てる予定です。

① 加速電圧 ： 200 kV

② 電界放出型電子銃搭載

③ 結像系、照射系電子線バイプリズム搭載

④ TWIN-EDSシステム搭載

⑤ エネルギー損失分光分析装置搭載

⑥ 高感度CCDカメラ（2048 × 2048ピクセル）

主な仕様

電場解析用ホログラフィー
電子顕微鏡外観

磁場解析用ホログラフィー
電子顕微鏡外観
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ガス透過率測定評価

　純ガスあるいは混合ガスを用いて、多孔質材料のガス透過率、ガス分離特性を測定します。また、他の評価手法では
困難なサブナノサイズの細孔径を間接評価することができます。減圧式と加圧式の二種類の評価装置を目的、サンプ
ル特性に応じて使い分けます。

JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

特徴

　ＪＦＣＣでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料特性評
価技術を所有しています。その一部を紹介いたします。

（財）ファインセラミックスセンター　　材料技術研究所　試験評価部　　担当 ： 青木
TEL　052-871-3500（代表）　　FAX　052-871-3599　　E-mail　analysis@jfcc.or.jp

問合わせ先

減圧式ガス透過率特性評価装置 （株式会社西山製作所）

　・ 温度

　・ ガス種

　・ ガス流量

　・ 圧力

　・ 測定範囲

加圧式ガス透過率特性評価装置 （GLサイエンス株式会社）

　・ 温度

　・ ガス種

　・ ガス流量

　・ 圧力

　・ 測定範囲

室温～600℃

He、H2、CO2、Ar、N2、C4H10、SF6

2L/min（N2換算）

Max 0.3 MPa

10-6-10-12 mol/m2･s･Pa

室温～600℃

He、H2、CO2、Ar、N2、混合ガス（水蒸気導入可）

500cc/min

Max 0.3 MPa

10-5-10-10 mol/m2･s･Pa

主な仕様

減圧式ガス透過率特性評価装置 加圧式ガス透過率特性評価装置
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　ＪＦＣＣでは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結・加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研
究開発を行っています。これらの試験研究設備を広く皆様にご利用いただくためＪＦＣＣでは「機器利用制度」を設け
ています。そこで、皆様にご利用いただだける設備を紹介いたします。

NC精密平面研削盤

　本装置は、主軸に超低振動主軸モータを搭載し、オイルバス冷却機能で熱変位を抑制しています。また3面独立構造
のコラムタイプであり、他の軸の動的影響を受けない構造となっています。その他に研削液温コントロール装置およ
び遠心分離機を接続してあり、研削液の温度・外乱による影響（冷却効果の変化、スラッジによる傷など）を抑制するシ
ステムとなっています。
　以上のように加工精度を得るために様々な部分に配慮された加工装置です。

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

　セラミックスや金属などの多種多様な材料の平面・溝加工に使用。簡易RおよびC面加工も可能です。主に曲げ試験
片をはじめ加工精度の高いテストピース作製に能力を発揮しています。

用途

装置メーカー

作業面積

制御装置

制御軸数

左右案内面

上下最小設定単位

： 株式会社アマダマシンツール

： 550×200mm

： FANAC Series20i-F

： 同時2軸（X軸：前後、Y軸：上下）＋1軸（テーブル左右）

： V-Vターカイト

： 0.0001mm

主な仕様

NC平面研削盤　外観写真

JIS R1601曲げ試験片

R加工例
（26×48×10mm R5）



Liイオン電池の正極を構成する材料の構造・特性を原子
レベルでの理論計算により解析

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

原子シミュレーションによる二次電池材料の構造・特性

Liイオン二次電池の性能を向上させるため、新規な正極材料を開発する必要がある。
化学的安定性と環境親和性に優れた低コスト材料としてオリビン系LiMPO4（M=遷
移金属）が注目されている。

技術の
ポイント

基礎
研究

LiMPO4(M=Mn,Fe,Co,Ni) における点欠陥形成挙動およびイオン拡散現象の理論計算
を行い、原子構造との関連について検討する。

今後の展開
高性能特性のLiイオン
電池の開発などに寄与

他のLiイオン伝導体、他の手法
（第一原理計算、分子動力学法な
ど）を用いた検討を行う

（1） Liイオンは曲線的な経路で拡散する。 

（2） Antisite欠陥（Li+とM2+が交換された欠陥）がもっとも多い。

（3） 大きなイオン価数を持つ添加元素はLiMPO4に固溶しにくい。

（4） 4つの組成の中、M=FeにおけるLiイオン導電特性が優れている。
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図1. ［010］におけるLiイオンの拡散経路

参考文献 : 〔1〕 M.S.Islam, et al.: Chem.Mater.17,5085（2005）.
　　　　 : 〔2〕 C.A.J.Fisher, et al.: Chem.Mater.20,5907（2008）.

謝辞 ： 本研究は、イギリスのEPSRCの一部として実施したものである

図2. LiFePO4における固溶エネルギー
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成 果

LiMPO4(M=Mn,Fe,Co,Ni)における原子レベル現象
（欠陥の相互作用、イオン拡散など）についてそれぞれに比較できた

 ・ 手法 ： 経験的原子間ポテンシャルを用いた格子静力学法（GULPコード）



真空下におけるセラミックス超断熱素材の熱伝導率を
保護熱板法により評価・解析

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
断熱用多孔質セラミックスの熱伝導率の評価・解析

住宅やビル等の冷暖房における大幅な省エネを実現するためには、壁材・窓材用の
高性能断熱材の開発が望まれる。

技術の
ポイント

基礎
研究

超断熱壁材料・超断熱窓材料として開発された断熱素材の熱伝導率の真空度依存性
を測定し、断熱特性を評価する。

今後の展開
高性能断熱材の
開発に寄与

真空下における超断熱素材の熱
伝導率を、高精度に測定する技
術を確立する。

（1） ナノ多孔質シリカ粉末は、低真空度（10～100Pa）において、標準断熱材およ
び単純真空（N2）に比べて、約0.004～0.007W/mKという極めて小さな熱伝
導率を示した。 

（2） サンプルを上下から保持するシート材の材質等によって、熱伝導率の値や
真空度依存性が異なることが分かり、真空下の多孔質セラミックスの熱伝
導率評価技術確立のための課題を明らかにした。
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図3.

謝辞 ： この成果は、独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
　　　「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発」の委託業務の結果得られたものです

図4.断熱素材および単純真空（N2）の熱伝導率の
真空度依存性   シート材にアルミ箔使用

図1. ナノ多孔質シリカ粉末の微構造写真 (a)概観、(b)粉末内部 図2.試料セッティングの模式図

シート材の種類を変えたときの、ナノ多孔質
シリカ粉末の熱伝導率-真空度曲線の比較

背 景

目 的

成 果



Japan Fine Ceramics Center新規国プロジェクト紹介新規国プロジェクト紹介

「磁性体担持カーボンマイクロコイルを用いた超広帯域電波吸収体」
地域イノベーション創出研究開発事業（経済産業省からの委託）

　様々な産業分野で情報のデジタル化及び機器のIT化が進み、いつでもどこでも必要なときに誰もがモバイルIT機器
端末により情報を活用できるユビキタス情報社会の構築が急速に進展しています。これらの端末に使用される通信電
波は多様化し、また超広帯域化しており、電波の放射等が原因となる精密電子機器、情報通信機器の誤作動などの電波
障害が懸念されております。このような中、様々な機器の正常な運用を確保するために機器から不要な電波を出さな
い、かつ機器が電波による誤作動を起こさないというEMC（電磁両立性）対策への社会的要求が高まっています。

　従来の電子機器のEMC対策は、何種類かのノイズ対策シートで電磁気的問題箇所をパッチワーク的に抑えています。
そこで、広帯域の電波を吸収できる材料を開発し、電子機器用筐体として用いれば、この筐体そのものでEMCを確保で
きます。カーボンマイクロコイル(CMC)は、コイル形状の炭素材料であり、カーボンの導電性とコイル形状に起因する
電磁誘導作用により、基材への数％の添加により、ＧＨｚ帯の電磁波を広帯域にわたって吸収する特性を持っていま
す。さらに、CMCとkHz～MHz帯域に電波吸収特性を有する磁性体材料との複合化により、より広帯域の電波吸収特性
を有する材料を設計することが期待できます。

　本研究開発では、複合化した磁性体担持カーボンマイクロコイル（MGCMC）を活用し、通信機器で利用されている
kHz～GHzの広帯域の電磁波を吸収する超広帯域電波吸収成形体を開発し、これを、電子機器の筐体として開発、展開
していくことを目的としております。

背景と目的

　本事業の具体的な研究内容は以下の通りです。

研究内容

　超広帯域電波吸収特性を発揮する担持磁性体
を選定するとともに、MGCMCプロセスの最適化
を進めます。

① MGCMCの製造技術の開発

　成形体を作製するための原料となるMGCMC
含有複合粒子の開発を進めます。

② MGCMC含有複合粒子の開発

　機器筐体そのものを、超広帯域電波吸収体で
作製することにより、電波吸収・ノイズ対策特性
を持ち、内外両面からの電磁波を吸収できます。
そこで、超広帯域電波吸収体の成形体を設計、開
発し、参画企業において実用化技術の構築およ
び事業化を目指します。

　本事業は、経済産業省中部経済産業局からの委託により、平成21年度～22年度の地域イノベーション創出研究開発
事業として大学、企業等が参画のもと開始しております。ＪＦＣＣは、本事業の管理法人を務めるとともに、MGCMCの
製造技術の開発研究を進め、合成試料の微細構造解析、電波吸収特性などの電磁気的特性解析を進めながら、参画企業
における開発品の事業化の推進に役立てていきます。

③ 超広帯域電波吸収成形体の開発
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MGCMCのSEM写真
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１２月３１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部　　　　　　　　　大野　浩之（東海カーボン（株））

人の動き
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　昨年9月1日に、新日本製鐵株式会社より出向し、現在、戦略部におります神野克彦です。今後とも、よろしくご指導
のほど、お願い申しあげます。私は、名古屋駅の近く、笹島で生まれ育ち、旭丘高校卒業後、京大の法学部に進みました。
その後、社会人となり、盆・暮れには帰郷し八事山興正寺へ墓参りはしていましたが、長く郷里を離れて暮らしてきま
した。
　読者のほとんどの方が、理科系のご出身と思いますので、事務屋として多少異なる経験をしてきたかもしれません。
簡単に自己紹介させていただきます。

　会社入社後、関西での採用活動のため堺製鉄所に配属されました。日常業務はイベント担当で、所員・協力会社社員
の慰労大会の司会者として、ナンバ花月の舞台に立たされたこともあります。その後、本社総務部法規室に異動し、訴
訟、企業買収・整理などを行いました。米国からのダンピング訴訟に対し、通産省（当時）鉄鋼課に派遣され、中小企業組
合法をベースに米国鉄鋼輸出組合法案を起案・立法化したことなどが懐かしく思われます。
　管理職になり、ＩＴ関連の新規事業立上げのため、2年ほど、米国に滞在し、Ｍ＆Ａ・その後の事業管理を行い、帰国後、
総務省（旧郵政省）に主任研究官（課長補佐）として出向し、当時草創期であったインターネットと携帯電話の普及施策
を、先輩の本省課長さんたち（「嵐」の桜井翔君のお父さんである、現総合通信基盤局長など）と「海外市場も含め100兆
円市場の創出」を合言葉に取組みました。これらのツールが現状のように普及し、今や生活に欠かせないものとなった
のはビックリです。直近では、米国ベクテル社、スタンフォード大学との中国・東南アジア諸国に関するインフラ視察・
調査、寺島実郎さんを委員長とした、新たな政策提言プラットホーム「日本創生委員会」の立上げなどを行い、その他様々
な仕事・交流を通じ、内外の有能な方々にご面識をいただけたことは大変光栄なことと感謝しています。

　以上、簡単に経歴を述べて参りましたが、これまでの日々は、先輩・同僚・後輩、友人・知人など公私にわたり、お付き
合いいただいた方々に助けられた賜物と思います。私の財団での主な業務は、新公益法人制度への対応、経営改革など
ですが、広く皆様方のご鞭撻をいただき、非力ではありますが、多少とも貢献できれば幸いです。
　最後に、個人的には、久しぶりの郷里で、老いた母親への孝心をしながら、従来とは異なる体験を基に、より視野を広
められたらと楽しみにしています。

戦略部
担当部長　　神野　克彦

職員紹介職員紹介
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2010年度研究成果発表会（第22回）開催のお知らせ

　2010年度も「研究成果発表会」を名古屋と東京で開催いたします。
　今年は、名古屋会場を下記のとおり「愛知県産業労働センター　ウインクあいち」に移し、これまでにない充実した
内容の発表会を企画いたします。
　具体的な内容やスケジュールは、5月頃お知らせできる予定です。ＪＦＣＣメールマガジンにご登録いただければ、
最新の情報をお知らせいたします。ご登録はＪＦＣＣホームページをご覧ください。多くの皆様方のご参加をお待ち
しております。なお、参加は無料です。

名古屋駅前イノベーションハブ ： 事務所移転のお知らせ

　名古屋駅前イノベーションハブは2010年3月1日より愛知県産業労働センター（愛称 ： ウィ
ンクあいち）15階へ移転しました。新設ビルによる利便性・清潔感の向上、同ビルに入居する
関係機関との連携拡大、同ビルの多彩な会議室の活用、名古屋駅に近いことによる交流拠点
効果増等々のメリットを活かしたいと思います。電話番号、FAX番号等は変更ありません。
JFCCは名古屋駅前イノベーションハブの活動を通じて、地域の中小企業の振興や地域イノベー
ションに資する研究開発などにも他の機関の協力を得て貢献していきますので、皆様ぜひご
活用下さい。

○ 名古屋会場
　 日時　2010年7月5日（月） 13：00～
　 場所　愛知県産業労働センター　ウインクあいち　
　　　　 2F ： 大ホール　5F ： 小ホール
　　　　 〒450-0002 名古屋市中村区名駅4丁目4-38
　　　　 TEL 052-571-6131
　　　　 http://www.winc-aichi.jp/access/

○ 東京会場
　 日時　2010年7月15日（木） 13：00～
　 場所　東京大学 武田先端知ビル５Ｆ 「武田ホール」
　　　　 〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1（事務局）
　　　　 TEL 03-3812-2111(代表)　
　　　　 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html

JR･地下鉄･名鉄･近鉄「名古屋駅」下車徒歩約2分

※地図は上記を参照ください

地下鉄　千代田線「根津駅」下車 1番出口徒歩5分
　　　　南北線　「東大前駅」下車 1番出口徒歩10分
　　　　丸の内・大江戸線「本郷三丁目駅」下車 徒歩25分

名古屋駅前イノベーションハブ
　〒450-0002　愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4番38号
　愛知県産業労働センター（愛称：ウィンクあいち）15階
　TEL : 052-538-6454　FAX : 052-583-6462　受付時間　平日　9:00～18:00
　アクセス ：（ＪＲ、地下鉄、名鉄、近鉄）名古屋駅から徒歩約2分


